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近年，日本語母語話者（以下，母語話者）自身が「日本語」を学び直すことに関心が高ま

っている．義永(2013)では，日本語の多様性に触れ，その価値を認めることが日本における

複言語・複文化主義の端緒となる可能性を示している．稿者は，10 年間放送局に勤務し，テ

レビとラジオを通して，「日本語」で情報を伝えてきた．そこで，どうすれば情報が受け手に

「わかりやすく伝わる」のか試行錯誤した．それは，まさに「日本語」を学び直すことだっ

た．本研究では， NHK で放送されているテレビ報道番組「クローズアップ現代」で行われる

ゲストとキャスター（母語話者同士）のインターアクションに着目し，彼らの伝え方を検討

する．テレビ番組の分析の先行研究は多岐にわたっており，特に出演者のインターアクショ

ンに注目した研究として，本田(2004)，高橋(2005)，村松（2005），石山・川上(2007)などが

挙げられる．しかし，現在のところ，番組の分析，受け手の解釈，伝え手の方策などが別々

に研究され，平面的な見方の提示にとどまっている．より総合的な把握には，受け手や伝え

手の側からも番組内のインターアクションについて分析・考察を行い，より多角的に読み解

くことが望まれる． そこで本研究では，1)番組の分析，2)質問紙とインタビュー調査による

受け手の評価，3)伝え手のインタビューからなる 3種の複合的なデータを分析し，これまで

当然と考えられてきたメディアを取り巻く「日常を問い直す」(岡井 2009:5)ことで，受け手

と伝え手をつなぐ「日本語で伝える」ことについて考察を深めることを目的とする． 

番組におけるゲストとキャスターのやりとりは，高橋(2005)の分析枠組みを援用した．そ

の結果，キャスターとゲストのインターアクションは，先行研究で示されている制度的会話

にのっとったものであった．発話に注目すると，ゲストとキャスターによって，キーワード

をくり返したり，両者はそれぞれの立場を「中立」に保つために様々な「わたし」を出現さ

せたりしていた． 

受け手と伝え手のインタビュー調査は，鈴木(2001:104)のメディア分析モデルを援用した．  

受け手の質問紙とインタビュー調査は，日本人の大学 3年生を対象に実施した．全員が母語

話者だが，就職活動を控え，新たな場面に適した「日本語」の獲得を始める時期だと考え，

番組におけるキャスターの言語行動をクリティカルに評価してくれることを期待したからで

ある．キャスターの役割に着目すると，受け手に情報をわかりやすく伝えることが「いい伝

え手」の条件であることが示された．その要因は，「話し方の技術」と「キャスターとしての

役割遂行」の 2つが挙げられた．一方でメディアの読み取り能力が不十分であることが散見

された．彼らが批判的な視座に立ってメディアと関わることができるようになるためには，

メディア・リテラシー教育の必要性も浮き彫りになった． 

 伝え手の調査には，放送局に所属する現役のアナウンサー2 名（女性・男性）に協力を得

ることができた．キャスターは番組の生産・制作側の代表であると同時に，受け手側の代表

として振る舞っていることがわかった．すなわち，伝え手としてのキャスターは，番組制作

側と受け手側からの要求に応えなくてはならず，自分の意見を主張するのではなく，決めら

れた内容を正しく伝えたり，決められたゲストの答えを導きだすために質問をしたりする役

割を担うにすぎないのである．逆の見方をすれば，ゲストの話す内容を知っているからこそ，

それに間違いや漏れがないかなど客観的にモニターし，修正したり，言い換えたり，場合に

よっては質問をし直したりできることが明らかになった．  

以上 3者の分析から，「わかりやすく伝える」とは，「キーワードをくり返す」，「しっかり

話を聞く」，「共感する」という 3つの要素によって，キャスターがゲストや受け手と同じ時
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間や情報を共有する「場」を作り上げていく結果として現れるものであった．その中で，テ

レビ番組の制作者も伝え手も受け手からの指摘によって，番組の演出を工夫したり，伝え方

や振る舞いを修正したりしていた．また，受け手は，伝え手のプロフェッショナルの情報発

信の技術を見聞きすることで，いろいろな場面に応じた適切な話し方や自身の言語観への気

づきがあった．今回調査した番組(制作者)と受け手と伝え手の 3者は互いに理解し合おうと

するプロセスの中で「学び合っている」ことが明らかになった．それは，それぞれの立場か

ら「日本語」を再考し，豊かな表現を追求する姿だと捉えることができるだろう． 

 本稿では母語話者同士のインターアクションを母語話者が評価する調査を行ったが，実際

に番組を視聴しているのは，年齢，職業，国籍，母語など多様な背景を持っている人たちで

ある．「わかりやすさ」という視点で捉えると，母語話者と非母語話者，若年層と成年層では

異なるだろう．そのためにも，調査目的の妥当性を確保できるよう，調査協力者の選定や手

法についてもさらに検討することを今後の課題としたい． 
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